























































中 山 秀 生
カエルの半健筋を使い,′弾性スチフネス定数C33と関係している筋肉の線維方向に伝わる醍
波の音速を次の条件下で測定した｡(1)筋肉の温度を調節できるサンプルホルダーを作製し, リ
ンゲル液中にある筋肉の弛緩時の音速を測定したoそれから00-25℃の各温度でのC33を求
めた｡(2)温度を変えた時の発生張力と音速変化の過渡過程を調べ,又それぞれの温度における
両者の時間変化を測定した｡この実験では,弾性率の変化が張力発生よりも先行しそ起こるこ
とが確かとなったO(3)クロスブリッジの数に関係するサルコメア長を変化させた時の発生張力
と音速変化の過渡過程を調べ,又それぞれのサルコメア長における両者の時間変化を考察した｡
発生張力に関しては,クロスブリッジの数に比例した結果を得たが,音速変化の絶対値に関し
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